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と
じ
ζ
べ
き

う

（、

川
2
b
ζ
‖

　
＋
日
三
仁
’
日
を
記
含
し
て
、
十
一

＝
　
＝
　
g
　
r
久
e
’
　
Q
　
＝
J
を
中
・
い

　
に
1
川
い
へ
、
］
臼
レ
を
ー
、
施
し
ま
し

K
、
．
ニ
ー
－
は
父
什
－
と
し
て
、
日

　
川
、
：
日
．
ー
、
即
川
方
川
品
展
、
人
ね
者

　
　
　
　
、
　
－
C
、
　
　
q
－
L
　
　
＼
　
、
　
、
　
　
＼
f

　
ソ
J
　
i
　
J
　
　
γ
ー
↓
ノ
汀
　
　
ノ
日

　
の
い
工
ち
僻
と
研
年
出
川
口
発
ム
会

六
川
、
史
語
川
紳
会
と
弁
ふ
刷
ご
、

※
図
　
　
画

C
　
n
晶
に
字
校
～
か
小
じ
ら
れ

　
．
r
、
南
国
特
有
の
い
呂
し
い
も

　
の

か

ら
脱
皮
し
て
’
さ
わ
や
か

　
な
．
」
ど
も
ら
し
い
W
品
か
み
ら

　
れ
た
こ

と
は
う
れ
し
い
。

O
　
杣
ら
し
い
題
ー
－
の
開
拓
に
努

　
り
か
必
要
、
見
る
角
度
を
か
え

　
た

り
構
国
’
タ
ソ
チ
、
色
彩
に

　

こ
れ
ま
て
の
表
5
1
を
ふ
り
か
え

　
っ
て
固
冗
化
を
さ
け
、
く
ふ
う

　
す
へ
き
で
あ
る
。

※
習

　
　
字

O
　
T
紙
、
条
幅
と
も
抜
群
の
力

　
を

も
っ
た
子
ど
も
が
た
く
さ
ん

　
い
て

心
強

い
e

O
　
川
つ
か
い
に
と
ら
わ
れ
す
ぎ

　
た

り
、
粘
体
の
上
で
、
お
と
な

　
の
槻
念
に
引
き
ず
ら
れ
て
’
ち

　
じ
こ
ま
っ
た
も
の
が
あ
っ
た
。

　
強
く
の
ひ
の
び
と
筆
力
川
健
、
　
　
‥
．
　
、

。
川

ぎ
鞍
頷
曇
三
ド

・

聾
翼
耀
．
て
ぶ
裟
．

○
　
清
占
の
と
き
は
大
胆
に
t
　
g
　
：
：
，
：
i
l
：
l
i
↑
　
：

　
びく
と
、
ら
く
な
気
持
で
。
　
ぷ
．

罐
謬
で
t
g
g
v
’
　
3
ろ
震
．

　
い
ろ
の
類
型
の
作
品
が
あ
り
、
　
，
“
ご
7
e
－
i

見

た
り
、
考
え
た
り
す
る
角
度
　
二
い
二
ら
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ンく
、
’
）
、
：

　
を
ち
が

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
す

　
ぐ
れ
た
又
に
な
っ
て
い
る
も
の
　
　
）

　
が
相
当
あ
っ
た
。

八

＝
、
，
日
勺
会
と
’
そ
れ
ぞ
れ
、

県
教
ぴ
力
ほ
か
関
係
呂
の
協
力
て

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
作
品
の
展
、
小
は
大
小
講
ウ
で

二
日
か
ら
八
日
ま
で
ノ
カ
な
わ
れ
、

以

後
各
仮
区
を
必
回
展
小
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
㎡
査
に
は

国
画
℃
、
術
、
県
教
育
1
1
指
呼
鼎
の

礼
川
d
P
、
－
L
ー
、
w
…
了
、
h
ト
小

　
　
　
　
’
ノ
ノ
　
　
　
，
1
’
　
　
　
　
ー
一
　
　
ノ

O
　
父

の
主

題
を
は
っ
き
り
さ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
順
九
を
考
え
て
文
の
組
み
ウ
て

　
を
す
る
こ
と
が
必
要
、
は
じ
め

　
な
か
、
お
わ
り
に
分
け
て
考
え

　
t
r
、
七
占
を
く
わ
し
く
1
1
口
き
あ
ら

　
わ

さ
な
い
と
又
に
盛
り
L
が
り

　
が
な
く
な
る
。

○

　
貞
実
が
よ
く
表
現
さ
れ
、
迫

　
力
の
あ
る
父
が
も
っ
と
ほ
し
い

o
　
＝
口
き
出
し
、
む
す
び
の
く
ふ

　
う
が
も
っ
と
必
要
、
む
す
び
が

　
月
並
で
は
が
っ
か
り
す
る
。

o
　
よ
く
思
い
出
し
て
書
く
（
回

　
想

力
を
高
め
る
）
こ
と
が
大
切

※
理
　
　
科

o
　
研
究
の
題
材
は
よ
い
。
ま
ず

　
く
て
も
、
紙
が
よ
ご
れ
て
も
自

　
分

の

力
で
観
察
し
て
か
く
こ
と

　
　
　
　
　
　

o

　　　　　

の
η
山
川
　
郎
引
ハ
η
、
竹
人
、
串

良
小
・
レ
長
　
橋
〕
d
則
先
ー
、

1
1
－
！
〃
≦
」
r
し
ー
”
r

P
r
T
　
　
日
，
、
4
4
r
ユ
ー
郁
噺
～
川
　
　
r
，
h

耶
博
先
牛
か
そ
れ
ぞ
れ
￥
r
さ
れ

審
古
の
所
児
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
．

が
’
い
ず
れ
も
’
1
1
々
向
ト
の
あ
と
－

が
み

ら
れ
、
り
っ
ぱ
な
臼
品
か
多

い

が
、
な
お
一
同
努
力
し
て
ほ
し

い

と
感
想
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

が
大

切
、
低
学
年
で
は
、
お
と

　

な
の
了
が
入
る
こ
と
が
ガ
ン
に

　

な
っ
て
い
る
。
学
年
に
応
じ
た

　

や

り
カ
を
さ
せ
る
。
観
察
の
や

　

り
か
た
’
ま
と
め
か
た
な
ど
の

　

指
導
は
必
要
だ
が
、
自
力
で
や

　

ら
せ
る
こ
と
が
だ
い
じ
。

O
　
工
作
的
な
も
の
で
は
、
n
分

　

の
創
2
思
で
改
良
し
た
も
の
が
ほ

　

し
い
。
ま
た
設
d
、
創
畝
く
ふ

　

う
の
過
程
、
反
省
な
ど
の
記
録

　

採
集
物
は
、
採
集
の
分
布
図
、

　

日
記
な
ど
’
大
き
い
用
紙
に
清

　

苫

す

る
必
要
は
な
い
か
ら
、
そ

　

の

ま
ふ
の
記
録
を
つ
け
て
｛
品

　

し
て
ほ
し
い
o

な
お
、
記
念
作
品
展
の
入
良
呂
は

ニ
ペ

ー
ソ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す

こ
の
2
1
日
（
木
曜
）
に
、
衆
義
尻

議
員
の
総
週
挙
と

ー
く
r
り
し
℃
‖
r
Y
‖

ム
ー
h
人
†
け
表
W
1

官

の
国

民
審
査
が

行
な
わ
れ
ま
す
。

g
政
に
参
与
す
る

権
利
を
行
使
で
き

る
大
切
な
機
会
、

み
ん

な
も
れ
な
く

投
票
い
た
し
ま
し

k
う
o

※
こ
ん
ど
は
4
1
例

で
投
票
時
間
が
’
i

．

削

七
時
か
ら
午
後

八
時
ま
で
（
い
ま

ま
で
は
午
後
六
時

　
と
な
っ
て
い
ま
す
o

※
袖
充
名
簿
の
異
議
巾
し
立
て
、

縦
賄
は

1
6
、
1
7
の
二
日
間
で
す
。

（
申
請
を
し
て
い
な
い
と
で
き
ま

せ
ん
o
　
）

※

最
、
局
裁
裁
判
日
の
国
民
審
査
は

投
票
川
紙
に
氏
名
が
印
刷
さ
れ
て

い
ま
す
か
ら
’

◎

や
め

さ
せ
よ
う
と
思
う
人
の
氏

　
名
の
上
に
×
印
を
書
き
、

◎
や
め

さ
せ
な
く
て
も
よ
い
と
思

　
う
と
き
は
、
何
も
書
か
な
い
で

　
投
票
し
ま
す
o

※
投
票
n
に
、
一
定
の
理
由
が
あ

っ

て
授
票

所
に
行
け
な
い
人
は
2
0

1
1
ま
で
（
毎
日
午
前
八
時
三
〇
分

か

ら
勺
後
五
時
ま
で
）
不
在
者
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
貝

会

に
お
た
つ
ね
く
だ
さ
い
o
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塑
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．
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〃
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大
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〃
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川
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ニ
ぷ

　
　
〃
　
∴
パ
ノ
d
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彫

〃
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〃
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野
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人
小
i
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〃
　
四

　
　
　
　

〃

　
五

　
　
　
　
池
小
六

　
　
　
　
－
．
p
一

　
　
　
　
伸
巾
三

彫

ソ

※
大
中
三

彫

〃
　一　一　〃　〃　一　覧

ー
后
　
』
、
氾

　
　
　
　
一
ー
．
玉

に
戸
原
信
男

”
、
1
じ
　
　
　
　
：
5
1

舷
ソ
　
　
　
・
戊

大
園
　
鉄
夫

’

F
S
，
V
　
　
’
二
、
1

W
ソ
　
H
払
“

六
反

旧
好
人

ヒ
　
　
　
頂
一

＝
－
［
　
E

中
島
　
芳
美

槌
掛
川
鶴
子

坪
内
已
自
男

鈴
　
　
昨
巾

梅
北
　
道
夫

永
川
蒔
逢
．
丁

山
ノ
内
洋
美

大
小
一
玉
利
ま
さ
あ
き

〃

　
四

神
小
五

池
小
一

神
中
一

〃

三

g
中
三

有
里
　
　
司

木
場
　
秀
吉

福
沢
栄
生

竹
内
　
美
博

諏
訪
原
睦
枝

松
元
　
正
人

入
選
大

小
一
年
　
黒
瀬
じ
ゅ
ん
い
ち

　
政

所
り
よ
う
い
ち
　
木
下
生
見

　
二
年

　
鞍
掛
勇
人
　
川
崎
茂
武

　
三
隼
　
野
方
浩
二
　
長
浜
好
久

　
松

山
え
つ
子
　
四
年
　
矢
崎
は

　

る
よ
　
西
m
千
鶴
代
　
五
年

　
坪

内
敏
郎
　
竹
下
ヨ
シ
子
　
鎌

　

田
和
典
、
六
年
　
山
添
真
弓

　
結
永
崇
　
大
川
手
信
作
　
上
川

　
6
必
ポ
U

　
n
t
＝
　
x
　
＝
－

神
小
一
年
　
今
熊
ひ
ろ
あ
き
　
福

　
永
も
り
お
　
二
年
　
野
．
兀
泉

　
赤
石
誠
　
三
年
　
田
中
隆
治

　
水
流
え
り
．
r
　
四
年
　
諏
訪
原

　
研

　
野

間
学
r
　
五
年
　
牛
飼

　
み
ゃ
子

　
六
年
　
小
山
文
男

　
宮
内

清
耕
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小
一
年
　
小
川
久
夫
　
北
勝
又

　
　
　
　
女
艮
羊
．
士
　
磯
脇
晴
美

　

第
七
回
臨
時
町
義
会
は
l
o
月

一
一
六

日
、
第
八
回
臨
時
町
議
会
が

］

1
月
二
日
開
か
れ
ま
し
た
。
そ

　
の
あ
ら
ま
し
は
、
次
の
と
お
り
、

｝◎
耐

利
原
小
、
中
学
校
の
給
食
室

一新
築
工
事
を
八
〇
万
円
で
馬
込
組

と
請
負
契
約
締
結
の
件
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

一◎
神
川
小
学
校
の
危
険
校
舎
改
築

｝
エ

事
を
＝
1
1
0
0
万
円
で
桑
原
組

一
と
請
負
契
約
締
結
の
件
●
、

六五四三二
年コ仁tp勾三年

4
力
・
γ

永

吉
正
照
　
中
園
秋
江

黒
瀬
満
郎
　
池
之
上
登

園
田
正
文
　
己
田
厚
子

大

坪
と
し
え
　
宿
利
原

　
よ
し
子

池
小
一
年
　
川
畑
朋
子
　
二
年

　
m
辺
修
一
　
真
茅
昌
子
　
三
年

　
中
野
み
よ
子
　
四
年
　
毛
下
修

　
　
　
　
　
　
　
　

原
案
．
刈
決

◎
町
有
林
の
松
枯
木
l
l
一
本
を
公
売

す
る
件
　
　
　
－
原
案
可
決

◎
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
■

報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例
の
特
例

条
例
制
定
の
件
　
　
ー
原
案
可
決

※
投
票
時
間
の
延
長
な
ど
の
た
め

　
真
戸
原
守
　
五
年
　
大
園
稔

　
斉
野
平
義
巳

大

中
一
年
　
久
保
道
雄
　
今
西
真

　
美
　
二
年
　
本
田
繁
子
　
与
市

　
園
博
子
　
逆
瀬
川
律
子
　
三
年

　
吉
永
良
明
　
宮
原
幸
二

神
中
一
年
　
皆
倉
さ
え
子
　
二
隼

　
坂

下
理
恵
子

宿

中
］
年
　
中
村
秀
則
　
笑
喜
義

　

広
　
二
年
　
下
玉
利
ち
り
子

　
宿

利
原
正
広
　
三
年
　
小
川
正

　
広
　
牧
原
光
江

池

中
一
年
　
木
下
末
男
　
押
領
司

　
一
男
　
二
年
　
釘
出
久
子
　
安

　
水
和
生
　
三
年
　
馬
込
リ
ユ
ゥ

　
．
r
　
原
田
み
あ
き

彫
塑
入

選

　
大
中
二
年
　
磯
脇
三

　
洋
　
松
元
一
博

習
　
字

　
特
町
大
小
二
※
中
村
す
み
子

　
　
〃
　
　
〃

〃 〃　　〃　　〃
特
ぷ
大
小
一

　i
特
例
を
設
け
た
も
の
．
．
…
”
”
－
i

◎
一
般
会
計
才
入
才
出
追
加
予
算
｝

（
第
三
回
）
　
－
原
案
可
決
一

※
総
額
三
四
九
千
円
、
衆
議
院
議
　

員
総
選
挙
費
三
三
一
千
円
、
統
計
一

調
査
費
一
八
干
円
で
財
源
は
す
べ
　

て
県

支
出
金
　
　
　
　
　
　
　

　
な
お
、
建
設
常
任
委
員
会
で
は
‥

lo
月
二
八
日
か
ら
三
日
間
に
わ
　

た

り
町
道
全
線
の
調
査
を
行
な
い
｝

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
一
◎
長
浜
し
ゅ
ん
一

神
小
四
　
赤
石
ま
り
子

宿
小
三
　
岩
旧
よ
り
子

大
中
三
※
有
川
　
早
子

〃

　
二
◎
竹
内
思
理
子

　
　
　
　

田
中
し
げ
た
か

〃

三
　
玉
利
早
樹
子

〃

五
　
山
崎
　
　
勉

26

日
か
ら
1
2
月
2
日
ま
で

Q
全

入

選〃〃〃〃〃
＃
小
四

〃

五

池
小
六

大
中
一

〃　
一

上
柳

田
と
も
子

河
野
滝
子

中
村
祥
子

上
川
路
孝
博

永
田
ま
ゆ
み

前
園
り
え
子

高
橋
恵
美
子

下
野
　
　
巧

浜
園
　
鉄
志

大
小
一
年
　
築
地
た
か
ゆ
き
　
浜

　
園
優
子
　
二
年
　
河
野
ま
き
よ

　
吉
元
信
一
　
宿
利
厚
順
子

　
三
年
　
日
高
か
ず
よ
　
山
ノ
川

　
修
子
　
飯
隈
恵
子
　
四
年
　
宮

　

脇
こ
う
一
菊
谷
浩
昌
西
田

　
千
鶴
代
　
中
原
る
み
子
　
五
年

　
　
山

川
静
代
　
西
原
浩
二
　
蘭

　
牟
田
一
尿
ア
丁
　
　
　
山
ハ
l
g
－
　
飯
隈
中
心

　
仁
　
山
添
美
喜
子
　
中
村
隆
子

神
小
一
年
　
桑
原
ま
ゆ
み
　
伊
倉

　
か

よ
こ
　
二
年
　
前
田
い
つ
み

　
三
年
　
赤
石
あ
け
み
　
福
山
ゆ

　
う
子
　
五
年
　
浜
田
ま
ち
子

　
六
年

　
宮

内
清
耕
　
水
流
み
ち

　
子
宿
小
一
年
　
今
．
．
口
と
し
子
　
厚
ケ

　
瀬
り
ょ
う
ご
　
二
年
　
池
崎
ひ

　
さ
子
　
厚
ケ
瀬
え
つ
子
　
三
年

　
鹿
島
賄
子
　
四
年
　
脇
元
隆

　
黒
瀬
満
郎
・
　
五
年
　
厚
ケ
瀬
春

　
ヱ
」
　
ム
叩
一
口
H
子
　
　
一
ハ
年
　
　
土
寸
一
帥

　
真
理
子
　
福
元
光
占

池

小
l
年
　
椅
山
め
ぐ
み
　
申
原

　

り
よ
う
じ
二
年
迫
り
よ
う

　

ご
　
三
宅
さ
と
る
　
三
隼
　
原

　

田
き
ぬ
よ
　
半
下
石
良
子
　
四

　
年
　
中
野
利
男
　
大
久
保
あ
や

　
子

五

年
真
戸
原
順
子
釘

　

田
号
子
　
六
年
　
小
平
つ
や
子

大

中
一
年
山
ノ
川
マ
リ
子
　
二

　
年

　
桜
井
優
子
　
三
年
　
原
沢

　
政
壬

神
中
＝
平
　
赤
石
い
v
子
　
徳
永

　
伸
．
F
　
二
年
　
有
村
和
思
　
倉

　
ケ
崎
け
い
r
　
三
年
　
新
原
明

　
び
、
　
　
占
ふ
K
W
ド
r

宿
川

∴
年
　
今
村
と
よ
r
　
牧
原

　
消
・
ピ
　
ニ
年
　
笑
蒔
口
且
r

　
小
園
み
ち
よ
　
三
年
　
脇
．
兀
民

　
治
　
木
易
さ
つ
き

池

中
．
年
亀
卜
千
賀
．
r
押
領

　
E
悦
ー
r
　
二
年
　
中
村
典
子

　
大
回
洋
子
　
三
年
　
大
久
保
千

　
撒
，
ポ
　
‥
精
奇
欠
r

作
　
文
特
町
大
小
六
＠
1
1
高
藁
忠
子

　

〃

池

小
四

※
大
ケ
保
あ
や
子

〃 〃　　〃　　　〃

神
小
五
　
水
流
　
順
子

大
小
一
　
浜
崎
ひ
ろ
み

大
中
二
※
竹
内
忠
里
子

〃

　
三
◎
小
村
江
美
子

特
議
大
小
三

国

火

災
虐
予
防
運
動
期
間●

L

入

　“““““特“““““
選　　　　　　　教
　宿神“池“神池神O也宿“
　中中　小　小中中小／J・
　一一五二四一二三六二”

中徳＄半今福川入中落f
堅　’　　ケ　11’Ji　　　　バ

大
小
一
年
　
塩
入
と
し
子
　
長
浜

　

し
ゅ
ん
一
　
日
高
み
つ
よ
　
二

　
年
　
本
釜
い
ず
み
　
宿
利
原
順

　

子

　
吉
元
し
ん
い
ち
　
重
留
い

　
そ
こ

　
三
年
川
辺
め
い
子

　

与
市
薗
美
智
子
　
四
年
　
丸
山

　
美
智
子

　
川
崎
良
子
　
川
崎
貞

　

則
入
船
よ
し
み
五
年
長

　
江
紀
子

　
山

田
文
仁
　
真
茅
あ

　

つ

子
竹
下
洋
文
六
年
木

　
川
淑
郎
　
原
口
隆
文
　
坂
元
一

　
美
神
小
一
年
　
林
ま
さ
と
　
二
年

　
山

崎
か

つ
や
　
前
田
い
つ
み

　
1
1
1
年
　
隠
塚
ひ
ろ
み
　
有
村
み

　

の

り
　
四
年
赤
石
ま
り
子

　
τ
ユ
年
　
　
情
M
山
良
一
　
　
‥
ハ
年
　
　
．
諏

　
訪
尤
さ
つ
き
　
ヒ
鶴
み
す

宿
小
一
年
　
落
河
か
ず
r
　
木
場

　

あ
い
子
　
二
年
宿
利
原
と
し

　

子
　
三
年
　
川
中
跳
栄
　
中
村

松

元
　
義
孝

丑
勢
太
l
郎

　
河

よ
う
子

中
甥
　
良
子

　
料
純
一
郎

　
畑
　
洋
子

　

x
も
り
お

　
隈
む

つ
子

　
　
石
ゆ
ず
る

夏
本
サ
ワ
子

徳
水
　
碑
子

　
p
ト
ミ
子

国
民
年
金
綴
眺

◎

掛
金
は
た
ま
ら
な
い
よ
う
そ
の

　
月
t
そ
の
月
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

で

す
。

　

り
ゅ
う
子
四
年
脇
亡
隆

　
黒
瀬

満
郎
　
五
年
　
黒
瀬
愛
子

　

ヂ
，
．
加
代
S
　
六
年
　
田
之
上

　
f
ム
　
　
一
－
灯
三
し
S
H
’
r

　
り
　
　
を
ノ
や
ぎ
　
　

池
小
一
年
　
川
畑
と
も
．
計
　
松
坂

　
ち

づ
子
　
二
年
　
三
宅
さ
と
る

　
三

年
　
馬
込
き
み
え
　
毛
下
久

　
江
　
四
年
　
鈴
鳴
子
　
五
年

　
半
下
石

水
江
　
六
年
　
真
戸
原

　

公
博

大
中
一
年
　
岩
元
定
幸
　
有
川
好

　

博
　
上
之
園
展
世
　
ご
年
　
脇

　
初
音
　
逆
瀬
川
律
子
　
三
年

　
山

中
葉
子
　
宮
川
幸
子

神
中
一
年
　
福
元
代
々
丁
　
二
年

　
神
川
あ
や
＄
　
永
谷
利
子
　
三

　
年
　
前
田
光
子

宿
甲
一
年
園
川
清
子
　
二
年

　
鎌
ケ

迫
正

文
　
福
元
信
丁
　
三

　
年

　
ー
園
良
子
　
寺
師
多
美
子

池
中
一
年
　
前
迫
カ
ズ
子
　
半
下

　
石
百

合
子
　
二
年
　
宮
園
さ
ゆ

　
り
　
三
年
　
中
野
ア
ツ
子
　
原

　
田
み
あ
き

理
　
科

　
特
町
大
小
六
※
坂
元
三
代
子

　
　
　
　
　
　

斜
木
節
丁

　
　
〃

入
　
選

大
小

二
年

　
吉
岡
ち
ぐ
さ
　
三
年

　
寺
崎
弘
毅
　
松
元
茂
　
四
年

　

㌧
越
し
げ
子
　
五
年
　
野
方
修

　
一
　
南
仲
一
　
出
田
文
仁

神
小
一
年
　
伊
倉
加
代
子
　
二
年

　
や
倉
み
ず
え
　
ほ
か
　
三
年

　
浜

旧
耕
吉
ほ
か
一
二
名
　
四
年

　
前
川
秀
一
　
五
年
　
木
場
秀
吉

　

ほ

か

宿
小
一
年
　
山
中
か
ず
ひ
ろ
　
二

　
年
　
福
元
ほ
か
三
名
　
三
年

　

田
申
耕
栄
　
四
年
　
黒
瀬
ー
脇

　
I
兀
　
　
五
年
　
　
牧
屑
小
昇
　
　
］
ハ
垢
十

　
落
河
－
木
原
ー
落
河

池
小
一
年
　
福
沢
ひ
で
お
　
二
隼

　
末
・
水
一
袷
ヱ
」
　
山
ハ
E
ド
　
大
一
園
折
口
夫

大
中
二
年
　
田
原
千
思
子
ほ
か
三

　
名
神
中
・
一
年
　
　
理
科
ク
ラ
ブ
　
　
ニ
年

　
国
分
礼
子

宿

中
一
年
　
落
河
修
一
　
三
年

　
渡
瀬
博
夫
ほ
か
四
名
合
作

池
中
三
年
　
ヒ
間
ー
ほ
か
二
名

　　　　
〃

　
〃
二
◎
大
園
　
法
子

〃

池
中

二
※
宮
下

　
政
継

　
　
　
　
　
　
壱
崎
　
　
悟

〃

神
中
二
◎
理
科
ク
ラ
ブ

　
　
　
代
表
　
福
園
　
重
義

特
議
大

小
一
　
塩
入
と
し
子

〃

池
小
四
　
植
木
　
和
章

　
　

　
ほ
か
六
名
合
作

〃

宿
中
二
　
上
玉
利
義
満

　
　
　
ほ
か
二
名
合
作

〃

池

中
一
　
半
下
石
八
男

特
教
池
小
三
　
大
園
　
浩
一

　
　
　
　
　
　
ほ
か
二
名

〃

　
〃
　
五
　
真
戸
原
順
子

　
　
　
ほ
か
l
l
名
合
作

〃

大
中
一
　
石
井
　
庸
二

　
　
　
　
　

築
地
　
隆
夫

　
　

〃

三
　
原
沢

　
政
．
す



大根占町広報第117号
13｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
空
気
が
か

わ
き
、
い

　　　　　　　

秋

を
む
か
え
て
，
公
共
建
設
事
業
は
急
ピ
ッ
チ
、
県
営
事

業
　
町
の
事
業
を
合
わ
せ
て
、
町
内
は
工
事
の
ラ
ッ
シ
t
i

人
手
が
足
り
な
く
て
う
れ
し
い
悲
哨
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

以

下
そ
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
町
の

事
業

◎

厚
ケ

瀬
橋
完
成

厚
ケ
瀬
愉
は
昭
和
二
五
年
架
橋

の
木
協
で
、
い
た
み
方
が
ひ
ど
く

自
動
屯
の
交
通
も
で
き
な
い
よ
う

に

な
っ
て
，
こ
と
し
四
月
、
最
新

の
工
法

を
採
用
し
て
着
工
、
　
1
0

　
　
　
　
　
　
月
二
四
日
、
延
長

　
　
　
　
　
　
三
三
メ
ー
ト
ル
有

　
　
　
　
　
　
効
e
昌
t
l
二
・
山
ハ
メ

　
　
　
　
撚

　
　
　
　
　
　
ー
ト
ル
、
高
さ
六

　
　
　
　
　
　
・
五
メ
ー
ト
ル
、

繋
藷
竃
コ

　
　
　
　
　
　
O
o
万
円
）
を
．
要

　
　
　
　
　
　
し
て
完
成
し
ま
し

　

　

　

　

　
　
た
。

　
　
　
　
　
　
　
下
部
工
は
、
町

参
・
褒
竃
の
手

　
　
　
　
　
　
で
橋
台
、
橋
脚
各

　
　
　
　
　
　
タ
ル
コ
ソ
ク
リ
ー

鷹
腿
　
　
　
　
　
　
卜
株
式
会
社
（
福

　
　
　
　
　
　
岡
市
）
が
P
S
コ

　
　
　
　
　

　
ソ
ク
リ
ー
ト
工
法

　
　
　
　
　
　
で

二
八
五
万
円
を

％
’
そ
れ
ぞ
れ
施
工
し

ー
た
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
写
真
①
）

◎

林
道
大
谷
線

　
林
道
大
在
線
は
，
大
尾
と
神
川

中

原

を
つ
な
ぐ
路
線
で
、
今
ま
で

は
単
屯
も
通
れ
な
い
道
で
し
た
が

こ
と
し
林
道
と
し
て
工
事
を
行
う

こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
大
尾

入
：

か

ら
六
六
〇
メ
ー
ト
ル
（
巾

員
五
・
五
メ
ー
ト
ル
）
は
兎
対
1
1

業
で
事
業
費
二
二
〇
万
円
、
す
で

に
七

分
ど
お
り
に
事
が
庄
み
早
v

も
甘
し
ょ
の
出
6
1
に
利
用
さ
れ
て

い

ま
す
。
失
対
事
業
の
終
点
か
ら

は

「
山
村
振
興
林
道
」
と
し
て
全

訂

脚
一
、
三
八
〇
メ
F
ト
ル
、
こ

と
し
は
こ
の
う
ち
四
四
〇
メ
－
ト

ル

（
巾
員
四
メ
ー
ト
ル
）
を
二
〇

八
万

円
へ
う
ち
県
補
助
一
〇
〇
万

円
）
で
、
こ
れ
も
七
分
ど
お
り
亡

事

が
迩
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
写
真
②
）

◎

失

業
対
策
事
業

そ
が
し
い
α
き

　
失

業
対
策
事
業
で
は
、
前
記
大

谷
線
の
ほ
か
、
塩
屋
ー
栄
町
線
新

設

唯
業
、
延
長
一
六
〇
メ
－
ト
ル

巾
貝
五
・
五
メ
－
ト
ル
、
事
業
費

八

〇
万

円
で
に
事
中

　
厚
ケ

瀬
線

の

岩
盤
き
り
と
り
事

業
費
六
〇
万
円
の
ほ
か
、
町
道
一

七
線
の

補
修
を
事
業
費
六
〇
万
円

で

や

る
こ
と
に
し
て
お
り
、
こ
と

し
「
グ
ソ
プ
ト
ラ
ッ
ク
」
を
一
四

五
万
円
で
購
入
し
ま
し
た
。

◎

町
道

の

改
良
補
修

　
町

道
の
改
良
、
補
修
は
、
失
対

事
業
の
ほ
か
、
直
営
、
詰
負
で
側

満
新
設
、
道
は
ば
を
ひ
ろ
げ
た
り

砂
利
散
布
な
ど
予
算
約
二
五
〇
万

円
で
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

◎

学
校
施
設

○

神
川
小
学
杉
の
鉄
筋
校
舎
改
築

は
、
こ
と
し
八
教
室
二
H
二
坪
、

事
業
費
一
三
〇
〇
万
円
で
桑
原
組

が
落
札
、
こ
の
三
日
に
起
工
式
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

O
宿
団
泉
小
中
学
校
は
全
面
論
食

火

の

用

実
施

の

計
画
で
、
給
食
宅
三
五
坪

の
建
築
は
、
八
〇
万
円
で
、
閤
．
込

組

が
落
札
、
着
仁
し
て
お
り
、
給

食
開
始
は
明
け
て
一
月
か
ら
の
予

定
で
す
。

○

宿
利
原
中
、
神
川
中
に
そ
れ
ぞ

れ
三
五
坪
の
技
術
教
室
（
工
作
室
）

を
新
築
の
計
画
で
、
蒋
工
は
一
月

に
な
る
見
込
み
で
す
。

◎

消
防
施
設

　

八
坂
神
社
横
（
上
ノ
限
組
〉

神
川
中
学
校
上
（
林
組
）
牧
原
十

文
字
（
馬
込
組
）
の
一
1
1
ケ
所
の
消

防
用
水
タ
ン
ク
は
．
す
で
に
完
成

容
量
三
五
～
四
五
立
方
メ
ー
ト
ル

で
，
事
業
費
計
四
一
万
円
’
ま
た

木
原
に
三
五
立
方
メ
ー
ト
ル
の
タ

ン

ク
と
水
路
新
設
の
予
定
で
、
着

コ
セ
イ
　
ロ
コ
　
の
　
キ
ユ
　
　
ム
ト
　
く

工

は
一
月
の
見
込
み
で
す
。
中
跡
臨

　

神
川
に
、
ホ
ー
ス
掛
兼
用
サ
イ

レ

ン

鉄

塔
が
完
成
（
写
真
③
）
高

さ
一
ニ
メ
ー
ト
ル
、
一
五
万
円
で

大
園

鉄
工

所

の

施
工
に
よ
る
も
の

で
す
。

　

な
お
、
中
央
分
団
に
新
鋭
中
U

消
防
車
へ
A
二
゜
級
一
〇
〇
馬
力
、

毎
分
放
水
ぱ
二
・
五
立
方
メ
ー
ト

ル
）
池
川

分
団

に
小
型
動
力
ポ
ン

プ

（
C
一
級
一
C
匿
阿
力
、
毎
分
放

水
川
蝋
○
・
五
立
方
メ
ー
ト
ル
、
笹

原

に
配

置
予
定
）
の
国
庫
補
助
が

決
定
、
近
く
購
入
の
予
定
で
す
。

◎

そ

の
他

　

な
お
、
こ
の
ほ
か
、
す
で
に
完

工

し
た
も
の
に
、
大
根
占
，
宿
利

原
各
小
学
校
長
住
宅
そ
れ
ぞ
れ
1
1

0
坪
、
事
業
費
計
一
五
〇
万
円
で

い
ず
れ
も
矢
崎
組
施
工
、
役
場
庁

舎
の
改
築
、
　
一
八
〇
万
円
で
桑
原

組
施

に
、
広
報
車
の
購
入
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
産
業
部
門
の
事
業
も
い

く
つ
か
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ

は
、
追
っ
て
発
行
予
定
の
農
政
特

集
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
以
上

あ
ら
ま
し
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が

e

．
　
＝
＝

，
e

こ

と
し
の
決
算
で
は
、
こ
れ
ら
の

建
設

事
業
費
⌒
県
営
事
縫
負
川
金

を
含
む
）
は
六
〇
〇
〇
万
円
近
く

に
な

る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
ま
す

※
県
営
事
業

　

こ
と
し
、
す
で
に
完
工
し
た
も

の

に
馬
場
海
岸
堤
防
の
裏
舗
装
な

火

の

用
心
‖

ど
、
延
長
、
二
四
〇
メ
－
ト
ル
、
百

次
碓

設
、
械
研
工
業
施
に
で
事
業

費
五
二
〇
万
円
（
う
ち
町
の
負
担

一
割
）
が
あ
り
ま
す
。
神
川
海
岸

堤
防
は

こ
と
し
か
ら
着
工
、
事
業

費
一
〇
七
五
万
円
（
町
負
担
一
割
）

で
桑
原
組
1
二
〇
メ
ー
ト
ル
、
佐

　　　　

藤
建

設
一
一
六
メ
ー
ト
ル
を
工
事

中
（
写
真
⑦
）
で
す
。

　
道
86

関

係
で
は
二
級
国
道
指
宿

－
宮
崎
線
の
長
谷
附
近
の
改
良
工

事
、
延
長
二
九
〇
メ
ー
ト
ル
、
巾

員
八
・
五
メ
ー
ト
ル
を
五
五
〇
万

円
で
上
津
組
が
施
工
中
、
　
（
写
真

◎
）
、
同
じ
く
山
ノ
ロ
附
近
の
舗

装
工
事

六

三
一
メ
－
ト
ル
を
八
〇

〇
万

円
で
丸
瀬
建
設
が
施
工
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
，
県
道
串
良
－
内
之
浦
－

大
根
占
線
（
田
代
県
道
）
栄
町
附

近
の
改

良
工
事
は
、
延
長
＝
1
0

メ
ー
ト
ル
、
現
在
七
〇
〇
万
円
で

家
屋
移
転
、
用
地
買
収
中
で
、
本

格
的
な
工
事
は
、
三
九
年
度
に
行

な
わ
れ
る
予
定
、

　
大
根
占
港
．
臨
港
道
路
一
八
〇

メ
ー
ト
ル
の
新
設
舗
装
も
工
事
中

で
事
業
費
三
〇
〇
万
円
’
　
（
町
負

担

ユ
3
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎

神
ツ
浜
二
区
出
身
の
森
川
人
さ

ん

へ
33

F
）
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
在
住

の

お

じ
さ
ん
の
招
き
で
ブ
ラ
ジ
ル

こ
隻
り
、
こ
と
し
で
ち
ょ
う
ど
一

シ
カ
O
年
、
頂
地
で
妻
川
、
現
在
は
サ

ン

ポ

ー
ロ
市
内
で
商
店
を
経
営
、

こ
の
ほ
ど
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に

　
　
　
　
　
　
　
　
よ
ろ
し
く
と

　
　
　
　
　
　
　

役
場
あ
て
に

よ5
の

エ

ミ
さ
ん
が
健
在
で
す
。

ん
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
の
風
景
写
真
、

日
語
、
新
聞
な
ど
送
っ
て
き
て
、
役

場

の
玄
関
に
展
示
し
て
あ
り
ま
す

か
ら
お
い
で
の
と
き
、
ご
ら
ん
く

だ

さ
い
。
森
さ
ん
の
住
所
は

便
り
が
あ
り

ま
し
た
。

写
真
は
、
森

邦
人
さ
ん
、

　

な
お
’
こ

ち

ら
に
は
母

　
　
　
森
さ

　
　
　
　
　

虚

　
　
　
　
タ
　
ρ

　
　
　
　
ユ
　
み
ピ
レ

竃
”
』

◎
同
じ
く
、
山
添
出
身
の
川
添
正

八
郎

さ
ん
は
こ
の
ほ
ど
帰
国
、
役

場

と
大
根
占
農
協
に
ワ
ニ
の
は
く

製
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
山
添
さ

ん
は
コ

チ
ァ

産
業
組
合
所
属
で
’

農
業
を
日
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
い
ま
コ
チ
ア
産
業
組
合
単
独
雇

用
青
年
移
住
者
の
募
集
中
で
す
受

付
は
1
2
月
1
0
日
ま
で
、
く
わ
し
v

は
経
済
課
へ

＼
灸
　
　
心
あ
た
た

賃
9
．
げ
く
ま
る
藷

　

堕

◎

町

出
身
の
坂
口
四
郎
さ
ん
（
麓

出
身
、
福
岡
市
在
住
）
は
、
墓
参

り
の
た
め
帰
郷
、
め
ぐ
ま
れ
な
い

人
々
に
と
二
万
円
を
寄
附
さ
れ
た

◎
故
桑
原
虎
次
郎
氏
の
遺
族
、
景

治
さ
ん
は
、
香
典
返
し
に
代
え
て

同
じ
く
一
万
円
を
寄
附
さ
れ
た
。

◎
鹿
屋
市
共
栄
町
の
山
本
さ
ん
は

神
川
で
n
通
の
術
物
を
拾
い
、
駐

在
所
に
届
け
、
日
通
か
ら
お
く
ら

れ
た

礼
金
の
う
ち
四
o
o
円
を
、

町

の
共
同

募
金
会
に
借
附
さ
れ
た

◎
中
川
の
火
事
被
災
者
に
と
町
内

　

部
落
婦
人
会
な
ど
か
ら
、
続
々

　
金
品
が
お
く
ら
れ
感
謝
さ
れ
て

い
ま
す
e
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当
甘
し
よ
価
格
昨
年
並
か

ヨ・

三
・
c
l
l
t
l
T
l
l
l
l
l
…
三
…
－
n
県
の
農
業
情
報
か

　
最
近
の
8
2
産
物
市
場
を
め
ぐ
る

恒
勢
は
め

ま
ぐ
る
し
く
う
つ
り
変

っ

て

お
り
R
場
の
変
化
に
．
而
給
が

対

応
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態

で
す
。
こ
の
よ
う
な
農
産
物
市
場

の
変
化
を
十
分
認
識
し
て
適
期
に

生
産
、
販
売
を
や
り
、
も
う
か
る

樫
業

が
営
ま
れ
る
た
め
の
参
考
に

最
近
の
農
業
情
報
か
ら
抜
す
い
し

て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

1
、
生
　
産

　

三
八
年
産
の
廿
し
ょ
の
植
付
面

積

は
、
前
年
と
同
様
程
度
と
予
測

さ
れ
て
い
た
が
本
県
で
は
昨
年
末

か
ら
の
で
ん
粉
価
格
の
高
値
に
刺

激

さ
れ
作
付
け
は
順
調
に
す
s
み

ま
た
天
候
に
め
ぐ
ま
れ
て
成
育
も

順
調
、
生
産
侵
は
一
五
七
〇
、
o

o
o
ト
ン
の
確
保
が
見
込
ま
れ
て

ヒ
．
，
三
、
哺

　
　
噸

tり
；
i
”
蜘

い
る
。

2
、
て
ん
粉
の
需
給

　

f
ー
庁
の
調
茂
で
は
、
甘
し
ょ

で
ん
粉
は
前
午
繰
越
し
五
三
八
、

○
○
○
ト
ソ
（
う
ち
本
県
産
二
七

八
、
○
○
○
ト
ン
）
馬
れ
い
し
ょ

で
ん
粉
一
六
〇
、
　
C
O
O
－
L
ソ
計

六
九

八
、
O
O
O
ト
ソ
と
な
っ
て

い

る
。
需
要
而
で
は
、
ぶ
ど
う
糖

の
飛
躍
的

な
発
展
と
グ
ル
タ
ミ
ソ

酸

ソ
’
ダ
の
増
情
な
ど
で
、
水
飴

普
通
ぶ
ど
う
糖
精
製
ぶ
ど
う
糖
、

を
含
め
て
六
三
六
、
O
O
O
ト
ソ

が

消
費
さ
れ
た
た
め
、
需
要
は
供

給
を
大
き
く
ヒ
ま
わ
り
国
内
で
ん

粉
価
格
は
異
、
常
な
高
値
と
な
o
た

三
八
年

産

で
ん

粉
の
供
給
肚
を
全

販
連
の
5
1
と
お
し
に
よ
っ
て
み
る

と
昨
年
度
よ
り
増
庄
す
る
と
い
う

見
万
で
あ
る
が
、
と
く
に
廿
し
ょ

で
ん

肋
が
か
な
り
増
加
し
で
八
〇

四
、
○
O
O
ト
ソ
が
兄
込
ま
れ
て

い

る
。
一
方
．
需
嬰
は
廿
し
ょ
で
ん

粉
、
馬
れ
い
し
ょ
で
ん
粉
を
合
わ

せ
て

九
三

〇
、
O
O
O
ト
ソ
が
兄

込
ま
れ
て
お
り
差
引
二
一
｛
（
’
　
o

O
O
ト
ジ
を
他
の
小
友
で
ん
粉
な

ど
で
川
う
計
画
に
な
っ
て
い
る
。

3
、
価
格
の
動
き

　

ぶ

ど
う
糖
の
需
要
も
安
定
し
て

き
た
の
で
、
こ
と
し
の
で
ん
粉
の

需
給

は

平
均
を
保
つ
と
い
う
見
方

も
あ
る
が
、
廿
し
ょ
、
馬
れ
い
し

ょ
で
ん
粉
の
価
格
が
三
八
年
初
期

の

よ
う
な
．
川
恒
で
取
り
引
き
さ
れ

る
こ
と
は
生
ず
あ
り
得
な
い
と
い

う
見
方
が
強
い
o
そ
れ
を
う
ら
ず

け

る
資
川
と
し
て
国
産
コ
ソ
ス
タ

ー
チ
（
と
う
も
ろ
こ
し
で
ん
粉
）

の

増
ぱ
が
あ
げ
ら
れ
る
r
　
〔
本
年

十

万

ト
ン
か
ら
十
三
万
ト
ノ
程
度

）
次

に

外
国
で
ん
粉
輸
入
の
問
㎏

が
あ
げ

ら
れ
る
。
現
在
輸
入
で
ん

粉
の
国
内
汀
川
渡
し
は
大
体
一
、

八

〇
〇

ー
二
、
O
O
O
円
程
度
と

な
っ
て
お
り
，
そ
の
ほ
か
砂
糖
の

自
川
化
も
で
ん
粉
価
楕
の
下
げ
戊

因
の
1
つ
で
あ
る
。
以
上
の
要
因

を
総
合
的
に
考
え
て
み
る
と
昨
年

末
か
ら
本
年
は
じ
め
に
か
け
て
続

い
た
高
川
㎏
を
．
山
現
す
る
こ
と
は

ま
ず
困
川
で
、
本
年
の
陸
し
上
で

ん

椅
価
格
は
．
乎
均
二
、
O
O
O
円

前
後
に
落
ち
つ
く
も
の
と
考
え
ら

れ

る
。
し
た
が
っ
て
±
し
ょ
の
価

格

も
前
年
（
平
均
三
四
〇
川
）
な

み

か
、
あ
る
い
は
多
少
弱
含
み
に

推
移
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

漁
協
の
゜
魚
礁
設
置
事
業

論
ゴ
め
醍
卿
人
工
海
草
沈

　
町
漁
協
で
は
一
〇
月
二
七
日
、

組
合
口
総
出
で
、
魚
礁
（
魚
の
す
）

設

ー
力
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
動
員
さ
れ
た
動
力
漁
船

は
大
型
二
隻
小
型
三
三
隻
．
で
、
城

ケ

崎
沖

に
無

動
力
廃
船
四
隻
、
漁

協
沖
に
同
じ
く
四
隻
、
松
崎
沖
に

一
五

ト
ン
の
廃
船
一
隻
に
松
の
技

を
く
く
り
つ
け
、
石
を
積
ん
で
沈

め

ま
し
た
。
な
お
、
今
回
は
じ
め

　　＝中　旬＝
※早期米やたばこの前作になるわ

せ麦のまきつけ時期です。

　tlff一はトーミや塩水などでよく

天気のよい日をみはからつて掘り

取るようにしましょう。掘り取つ

たいもは、1日から2日ぐらい陰

干ししてからたくわえるか、市場

竺㍗㌶㌶；膓㌶11：㌫；蕊蒜ぷ蕊、

㌶芸㌘リツトルぐらV’月念三黙霊漂遼『

　1品種は、植える｛：地にあつたも　　※1・1一しょの貯蔵っぽをよく調べて

鷲㌶㍍を、てお。の嶽；，；㍍㌫㌶1：

ましょう。rva　］：の良し悪し

が収lll：に大きく㍑響します

京なたねの移植によい肋期

ですcなたねにっいている

あぶら虫は仙けけ1｝flにかな

らず『L：：．；1しておきましょう。

鳶躍㌶忽1麟；
ぺ1心　　　　　　少し開いておき、10Hほどし

粥森てからヒを赫せるよう…す
　　　　　　るのが効果的です。

　　　　※お茶のさし木床の手入れをすす

：よ漂llえ暇すすめて遵㌻ざ護ぷ蹴あ。た

　　　　　　　　　　　　　　　　　屋根を北側に移して防風かきを1乍　仙えてから1週同ほどしてクロ
・T・c・・かけ・おきます・ぴ作・ておくようにしまし・うパi田

あまりはえないので便利です。　　　　は、軽く掘つて、尿素を水でとか

競二きiけに蕊㌫業嘉㌶元ぽ勤蒜
・白期を．川かさないよう、」荏くとも

今il中にまき終えるようにしまし

よう。Wけかならず消td・してから

まくようにすることがたいせっで
ナ。

、三鰍ばれいしょの掘取時期です。

えっけるt1．1・掘りぱれいしよの芽出

しをしておきましょう。

　ばれいしょはill三出しをしておく

のとしないのては、生育に非常に

堆かでてきますから、必ずするよ

うにしましょう。

　
大
根
占
農
協
管
内
で

オ

ラ
ン
ダ
え
ん
ど
う
三
・

五

ヘ
ク
タ
ー
ル
’
き
ぬ
さ

　
　
　
や
七

ヘ
ク
タ
ー
ル

る
を
載
培
し
て
い
る

ま
が
．
　
L
v
も
＋
1

始
日
か
ら
京
阪
神
方

掌
面
霞
誇

　

協
を
開
い
て
川
荷
対

ヨう
占
策
を
協
ぷ
、
出
荷

　
　
　
口
標
は
四
万
キ
ロ

と
根
で
昨
年
の
二
倍
・

ん

大
時
期
も
1
O
B
も

え
二
5
1
く
な
っ
て
い
ま

　
　
　
す
o

や

　
耀
同
で
縫

さ
　
産
者
に
、
選
別
と

L
－
　
　
　
仰
造
り
を
し
っ
か

り
ゃ
っ
て
信
川
を
高
め
ら

れ
る
よ
う
η
．
．
ん
で
い
ま
す

設

て

の
試

み
と
し
て
、
才
．
村
市
場
沖

で
五

ト
ン
廃
船
に
人
工
海
草
（
ハ

ぽ
史

イ
ゼ
ッ
ク
ス
と
い
う
化
パ
．
日
汀
川
）

八

〇

京
を
と
り
っ
け
沈
め
ま
し
た

が
、
ど
れ
だ
け
魚
を
集
め
ら
れ
る

か
’
そ
の
成
喉
が
注
日
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
事
業
の
実
施
に
は
、

県

水
産
部
の
協
力
、
山
下
漁
業
改

良
普
及
ぼ
の
指
導
を
得
て
，
　
z
a
　
f
K

費
一
七
万
円
、
う
ち
、
五
万
五
千

円
を
町
で
補
助
す
る
こ
と
に
な
っ

て

い
ま
す
。

写
具

W
は
陛
上

で
’
人
工

海
草
を
と
り
つ
け
た
と
こ
ろ

人
物
は
山
．
下
普
及
員

②

は
’
そ
の
船
を
沈
設
作
業

中
の
あ
り
さ
ま
で
す
。

上

最

高

の

後
期
収
納
は

　

葉
た
ば
こ
の
前
期
収
納
は
l
o

月
二
日
か
ら
一
五
日
ま
で
に
＝
一

万
四
　
千
キ
ロ
、
　
総
士
冗
ト
エ
ハ
o
l
血
o

万
円
を
あ
げ
て
終
り
ま
し
た
。

　
一
〇
ア
　
’
H
ル
当
り
．
二
四
五
キ

ロ
、

約
一
二
万
円
、
キ
ロ
当
り
四

八
八

川
、
売
上
げ
の
最
高
は
、
牧

原
の
牧
原
長
一
郎
さ
ん
で
，
六
一

・

五
ア

－
ル
で
八
〇
万
円
、
　
一
〇

ア

ー
ル
当
り
最
高
は
、
浄
前
の
大

田
中
文
男
さ
ん
の
一
八
三
、
〇
六

豊
作

　
　
　
　

1
4
日
か
ら

o
円
、
キ
ロ
当
り
最
高
は
上
ノ
宇

都
の
土
岩
繁
さ
ん
、
木
場
の
．
石
脇

武
志
さ
ん
の
そ
れ
ぞ
れ
五
五
八
円

で

し
た
。
後
期
収
納
は
こ
の
一
四

日
か
ら
＝
一
月
二
日
ま
で
行
な
わ

れ

る
予
定
で
’
人
員
二
一
〇
人
r

一
五
七
、
五
〇
〇
キ
ロ
で
七
六
八

〇
万

円
の
売
り
上
げ
が
見
込
ま
れ

前
、
後
期
を
通
じ
、
光
上
総
額
は

一
億

三
、
七
C
O
万
円
に
達
す
る

も
の
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

㊨
穎
ら
茸
板
－
・

個
人

事
業
税
（
第
三
期
）

　
　

の

納
期
は
、
三
〇
日
で
す
。

　
忘
れ
な

い
う
ち
、
早
日
に
鹿
児

島
銀
行
、
洞
便
局
、
役
場
の
税
務

課
へ
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
鹿
屋
財
務
事
務
所
）

◎
行
政
書
士
の
試
験

1
願
書
受
付
　
二
〇
日
ま
で

2
試
験
　
鹿
児
』
市
で
二
七
H
に

3
科
目
法
令
、
一
般
常
寸
’
ヒ
ロ

　
　
　
　

論
文

4
手
数
料
五
〇
O
円

5
資
格
高
校
辛
以
ヒ
、
公
務
員

　
　
　
　

と
し
て
三
年
以
上
行
政

　
　
　
　

事
務
を
担
当
の
期
間
が

　
　
　
　

あ
る
者
、
公
共
的
川
体

　
　
　
　

で
四

年
以
上

事
務
に
従

　
　
　
　

事
し
た
者

6
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
返
信
用

　

封
筒
と
切
手
を
同
封
し
て
問
合

　

わ
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
県
庁
総
務
部
文
憤
，
課
）

◎
佳
宅
改
修
資
金
の
申
し
込
み

1
巾
し
込
み
、
両
農
協
、
旭
相
互

　
　
　
銀
行
鹿
屋
支
店
へ
＝
一
月

　
　
　

一
四

日
ま
で

2
貸
付
対
象
、
限
度

　

農
林
漁
業
者
、
高
潮
な
ど
の
危

　

険
区
域
の
住
宅
、
そ
の
他

　

工
事
1
8
の
七
〇
％
以
内
ま
で
五

　

万
円
以
上
二
〇
万
円
ま
で

ハ3
償
還
十
年
以
内
、
利
率
年
六
分

　

元
金
均
等
判
賦
償
還

4
く
わ
し
い
こ
と
は
、
取
扱
金
融

　
機
M
W
、
役
阻
吻
十
宝
小
課
へ

　
　

（住
宅

金
融
公
庫
熊
本
支
所
）

◎
農
業
大
型
機
械
（
耕
う
ん
機
）

　

法
令

講
習
会
ひ
ら
く

一　

二
五

日
干
前
九
時
か
ら
大
根
占

　
農
協
で
・
多
数
出
席
を
i

l

●


